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スポーツ現場にStar Excursion Balance Test を導入する
～リーチ距離と軸足の関係性，運動パフォーマンスについての調査～
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【はじめに，目的】
Star Excursion Balance Test（以下，SEBT）は片脚立位での他方下肢のリーチ距離により支持脚の動的姿勢制御を測定する評価
法である。SEBTは足関節捻挫などの下肢障害の予測や競技復帰のための指標として信頼性を認められているが，軸足や非軸足
の支持脚の違いによるリーチ距離への影響に関する報告はない。そこで今回，軸足と非軸足がリーチ距離に及ぼす影響を調査し
た。また本研究は SEBTとスポーツ障害の特異性を調査するための前向きコホート研究であり，今後スポーツ現場へ導入するに
あたり SEBTと運動パフォーマンスとの関係性も併せて調査したため報告する。
【方法】
対象は現病歴のない高校女子バスケ部に所属する生徒 14 名 28 足（年齢 15.8±0.9 歳，身長 159.7±4.5cm，体重 52.8±5.2kg）と
した。
SEBTは両上肢を腰部に当てた状態で 8方向の線の中心に立ち，片脚立位となり他方下肢を各線に沿って時計回りに最大限リー
チさせた。各方向 4回の練習後に 2回の測定を行った。なお，2回の測定のうち最大リーチ距離を採用し棘果長で除して正規化
した。
軸足はウォータールー利き足質問紙（日本版）の体重支持機能に関する 4項目の合計スコアにより判定した。軸足の判定後，
SEBTの値を「軸足群」，「非軸足群」に振り分け比較検討を行った。統計処理は対応のある t検定を用い有意水準は 5％未満と
した。
運動パフォーマンスは新体力テスト（上体起こし，立ち幅跳び，反復横跳び），筋力（体幹，下肢），関節可動域（下肢）を測定
した。新体力テストは文部科学省の新体力テスト実施要綱に準拠して行い，筋力測定はハンドヘルドダイナモメーター（アニマ
社製 μTasF�1）を使用して行った。また筋力は体重で除して正規化した。統計処理は新体力テスト，筋力にはピアソンの積率相
関係数を用い，関節可動域はスピアマンの順位相関係数を用いて，SEBTの 8方向の平均スコアと各々のパフォーマンスの相関
を求めた。なお，SEBTと軸足の関係性を認められた場合それぞれの群内で，棄却された場合両群を同一と見なして比較検討し
た。
【結果】
ウォータールー利き足質問紙（日本版）の参加率は 92.9％であった。軸足は右 52.8％，左 30.8％，左右差なし 15.4％であった。
また SEBTにおける軸足群と非軸足群の比較はすべての方向で有意差を認めなかった。
SEBTの値と各運動パフォーマンスの関係性については立ち幅跳び（r＝0.60），反復横跳び（r＝0.48），股関節屈曲可動域（r＝
0.50），足関節背屈可動域（r＝0.45）にて相関を示した。しかし筋力との相関は示さなかった。
【考察】
今回 SEBTのリーチ距離に軸足と非軸足が影響を及ぼすか調査したところ有意差を認めなかった。先行研究によると下肢の形
態及び機能検査における一側優位性を認めなかったとの報告があり，リーチ距離に差を示さなかった要因であると考えられる。
今後スポーツ復帰の基準として SEBTを用いる際，障害側が軸足あるいは利き足を考慮する必要性がないことが示唆された。
運動パフォーマンスの関係性については立ち幅跳びや反復横跳びにおいて正の相関を認めた。スポーツ現場において下肢障害
は多くみられ，中でもジャンプや着地，カッティング動作などが挙げられる。今回測定したパフォーマンスはスポーツ障害の動
作に類似したスキルであり，SEBTはスポーツ分野における動的姿勢制御の評価法としてさらなる有効性が示唆された。また身
体機能における股関節屈曲と足関節背屈の関節可動域と正の相関を認めた。足関節捻挫や前十字靭帯損傷において足関節背屈
制限が発症リスクとして挙げられていることから，これまでの SEBTに関する報告と上記障害の関係性を支持する形となった。
一方，筋力に関しては筋発揮時の関節角度の違いやリーチ時の戦略の違いのため相関を示さなかったと考えられた。
今後，対象者を増やしリーチ距離に及ぼす因子をより明確にしていくと同時に，先行研究において後外側リーチ距離が足関節捻
挫の発症リスクを示しているように，本研究対象者を追跡調査し，さらに SEBTと様々なスポーツ障害との特異性を示していき
たいと考える。
【理学療法学研究としての意義】
本研究は SEBTを実施するにあたり軸足との関係性を考慮する必要がないことを明らかにし，さらに運動パフォーマンスとの
関係性を示されたことで障害予防の視点からスポーツ現場に導入できる可能性が示唆された。
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